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銘柄分析レポート：東証マザーズ銘柄 

 

１．はじめに 

 

 長らく低迷を続けていた新興市場にも、昨年１１月頃から資金が入ってきました。 

 

 新興市場の象徴的存在である東証マザーズ指数は、昨年１０月２０日の安値３４２．６１から

５０％近く上昇して、３月３日には５１５．７６ポイントの高値をつけました。 

 

 これは、昨年４月３０日高値の５０７．５３ポイントを上回っています。マーケットの雰囲気

も、それとなく２００４年の春先に似てきたように感じています。 

 

もうそろそろ“新興市場回復宣言”を行ってもいいのではないでしょうか。  

 

 新興市場に活気が戻れば、今まで冬眠状態だった個人投資家も戻ってきます。今回の銘柄分析

レポートでは、東証マザーズ銘柄を取り上げます。 

 

 

★東証マザース指数の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 


